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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第60期

第３四半期連結
累計期間

第61期
第３四半期連結

累計期間
第60期

会計期間
自2022年４月１日
至2022年12月31日

自2023年４月１日
至2023年12月31日

自2022年４月１日
至2023年３月31日

売上高 （千円） 3,091,258 3,195,074 5,566,335

経常損益（△は損失） （千円） △411,925 △277,063 449,606

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純損益（△は損失）
（千円） △305,334 △213,258 236,606

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △321,740 △124,921 199,365

純資産額 （千円） 5,294,008 5,591,340 5,797,234

総資産額 （千円） 7,796,590 7,660,756 8,537,884

１株当たり四半期（当期）純損益

（△は損失）
（円） △37.32 △26.34 28.98

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 67.9 73.0 67.9

 

回次
第60期

第３四半期連結
会計期間

第61期
第３四半期連結

会計期間

会計期間
自2022年10月１日
至2022年12月31日

自2023年10月１日
至2023年12月31日

１株当たり四半期純損益（△は損

失）
（円） △4.10 △1.19

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．第61期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純

損失であり、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。また、第60期の潜在

株式調整後１株当たり当期純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載して

おりません。

第60期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純

損失であり、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、

主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経営の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている主要なリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更

はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

①　経営成績

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、社会経済活動が正常化する中で、サービス消費が持ち直

したことや、インバウンド需要が増加したこと等から、景気は回復基調を維持しました。一方で、ロシア・ウ

クライナ情勢の長期化、中東情勢、世界的な金融引締めにともなう影響や中国経済の先行き懸念等、依然とし

て不透明な状況が続いております。

　情報サービス産業におきましては、人手不足を背景に業務の効率化を図ることに加え、新しいＩＴ技術を用

いた既存システムの再構築や機能追加等の需要を受け、ＩＴ活用の流れは堅調に推移しております。〔経済産

業省特定サービス産業動態統計（2023年11月分確報）より〕

　こうした環境下、当社グループでは、中期経営計画（2024年３月期～2026年３月期）の基本方針に「ＯＤＫ

グループ拡大」を掲げ、「新事業ポートフォリオの推進」「グループシナジーの創出」「Ｍ＆Ａ・アライアン

スの推進」を本年度の重点課題として様々な施策に取組んでおります。

　当社単体としては、中期経営計画の基本方針に「専門性の強化による新たな価値の創造」を掲げ、「個別収

益管理の深化」「コンサル機能の発揮」「研究開発の推進」を本年度の重点課題として取組んでおります。

　グループ及び当社単体の重点課題に対する具体的取組みとしては、体験実績をNFT（※1）活用により証明す

る次世代型ソリューション『アプデミー®』を基幹に、多様なサービス開発をすすめております。その一例と

して、大学生向けに体験実績NFTと生成ＡＩ(※2)を用いて、フォトリアルな３Ｄアバターからキャリアアドバ

イスを受けられるサービスの開発に向けた実証実験を、株式会社電通グループ、TOPPANホールディングス株式

会社、ソニー株式会社等と共同で、近畿大学にて開始しております。

　また、当社の連結子会社である株式会社ポトスは、「キャリポート(※3)」のコンテンツ拡充を目的に、

CCCMKホールディングス株式会社と協業し、若年層の声をもとに企業のブランディングやマーケティングをサ

ポートする「マーケティング支援パッケージ」の提供を開始しております。

　その他、『UCARO®』をデータプラットフォームとして各事業領域をつなぐハブに育成するとともに、外部接

点強化やサービス拡張等により保有するデータ量・種類の拡大を目指しております。今後も同サービスを軸と

した成長戦略により、データビジネスによる新たな価値の創造を継続してまいります。

　業績面では、証券業務『WITH-X®（ウィズクロス）（※4）』や『KIZUNA-X®（キズナクロス）（※5）』の売

上の増加、臨床検査システムの開発及び子会社における保守支援案件の増加等により売上高は3,195,074千円

（前年同四半期比 3.4%増）となりました。退職給付費用及び開発・運用体制の適正化による外注費の減少等

により営業損失は308,971千円（前年同四半期は営業損失439,048千円）となりました。経常損失は277,063千

円（同 経常損失411,925千円）、親会社株主に帰属する四半期純損失は213,258千円（同 親会社株主に帰属す

る四半期純損失305,334千円）となりました。

　当社グループの事業は、大学入試業務等をはじめとした利益が第４四半期連結会計期間にかけて増加する傾

向にあるため、第３四半期連結累計期間の売上高は相対的に少なくなる傾向にあります。しかし、人件費等の

固定費は四半期ごとに変動する性質ではないため、結果として、第３四半期連結累計期間の利益が、他の四半

期に比べ極めて低い水準にとどまり、例年第３四半期まで損益はマイナスでありますが、通期では当該マイナ

スは解消されております。

 

（※1）NFT：

　Non-Fungible Token の略語。ブロックチェーン上でその唯一性が保証されているトークンであり、暗号学

的にその保有や来歴を証明することが可能です。

（※2）生成ＡＩ：

　サンプルデータからアウトプットを自動的に生成する機械学習の手法。従来のＡＩと異なり、ゼロからコン

テンツを生成する学習能力を備えています。

（※3）キャリポート：

　大学１、２年生からのキャリア形成を応援し、その応援を企業価値に転換するキャリア体験プラットフォー

ムです。
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（※4）WITH-X®：

　証券会社におけるフロント業務からバックオフィス業務の機能を備え、柔軟なカスタマイズが可能な証券総

合システムです。

（※5）KIZUNA-X®：

　金融商品仲介業者（IFA）向けの投資信託Web取次システムです。

 

　売上高の内訳は次のとおりであります。

　なお、当社グループは、単一セグメントであるため、セグメント毎の記載に代えて、サービス別の内訳を記

載しております。

 

＜システム運用＞

　既存顧客との取引深耕による証券業務『WITH-X®』や『KIZUNA-X®』の売上増加、前第２四半期連結会計期

間に譲受した人材育成サポート事業の売上等により、2,957,236千円（前年同四半期比 1.0％増）となりま

した。

＜システム開発及び保守＞

　臨床検査システムの開発及び子会社における保守支援案件の増加等により、183,600千円（同 64.8％増）

となりました。

＜機械販売＞

　医療システム用タブレット製品の販売等により、54,236千円（同 4.4％増）となりました。

 

②　財政状態

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べて877,127千円減の7,660,756千円となり

ました。これは主に売上債権の減少によるものであります。

　負債は、前連結会計年度末と比べて671,233千円減の2,069,416千円となりました。これは主に長期借入金の

返済による減少であります。

　純資産は、前連結会計年度末と比べて205,894千円減の5,591,340千円となりました。これは主に利益剰余金

の減少によるものであります。

 

(2）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の

分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

(3）経営方針・経営戦略等

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更は

ありません。

 

(4）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重

要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、32,323千円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 32,800,000

計 32,800,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2023年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2024年２月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 8,200,000 8,200,000
東京証券取引所

スタンダード市場
単元株式数100株

計 8,200,000 8,200,000 － －

（注）市場区分の再選択により、2023年10月20日付で東京証券取引所プライム市場から変更しております。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2023年10月１日～

2023年12月31日
－ 8,200,000 － 637,200 － 607,200

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2023年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

    2023年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  - - -

議決権制限株式（自己株式等）  - - -

議決権制限株式（その他）  - - -

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

- -
普通株式 102,700

完全議決権株式（その他） 普通株式 8,093,500 80,935 -

単元未満株式 普通株式 3,800 - -

発行済株式総数  8,200,000 - -

総株主の議決権  - 80,935 -

 

②【自己株式等】

    2023年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）

株式会社ＯＤＫ

ソリューションズ

大阪市中央区道修町

一丁目６番７号
102,700 - 102,700 1.25

計 - 102,700 - 102,700 1.25

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2023年10月１日から2023

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表についてはEY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,811,258 2,341,818

売掛金及び契約資産 2,253,528 1,582,265

商品 24,750 －

仕掛品 23,258 37,076

その他 117,900 176,640

貸倒引当金 △2,178 △1,495

流動資産合計 5,228,516 4,136,305

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 92,950 83,179

工具、器具及び備品（純額） 95,923 85,373

リース資産（純額） 149,106 106,076

有形固定資産合計 337,981 274,629

無形固定資産   

のれん 83,962 76,825

顧客関連資産 93,425 85,850

ソフトウエア 1,105,993 1,098,761

ソフトウエア仮勘定 177,441 322,915

その他 7,454 10,316

無形固定資産合計 1,468,277 1,594,668

投資その他の資産   

投資有価証券 978,678 1,099,697

繰延税金資産 231,146 268,710

差入保証金 172,363 171,257

その他 120,919 115,487

投資その他の資産合計 1,503,108 1,655,152

固定資産合計 3,309,367 3,524,450

資産合計 8,537,884 7,660,756
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 234,917 155,587

短期借入金 316,349 315,016

リース債務 60,917 59,567

未払金 120,156 63,249

未払費用 96,325 120,692

未払法人税等 147,132 7,378

賞与引当金 127,830 77,997

その他 329,975 211,576

流動負債合計 1,433,604 1,011,065

固定負債   

長期借入金 777,525 541,763

リース債務 100,426 55,677

退職給付に係る負債 429,093 460,910

固定負債合計 1,307,045 1,058,351

負債合計 2,740,649 2,069,416

純資産の部   

株主資本   

資本金 637,200 637,200

資本剰余金 695,020 695,020

利益剰余金 4,403,654 4,109,423

自己株式 △60,789 △60,789

株主資本合計 5,675,085 5,380,854

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 122,149 210,485

その他の包括利益累計額合計 122,149 210,485

非支配株主持分 － －

純資産合計 5,797,234 5,591,340

負債純資産合計 8,537,884 7,660,756
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

売上高 3,091,258 3,195,074

売上原価 2,607,386 2,539,645

売上総利益 483,871 655,429

販売費及び一般管理費 922,920 964,401

営業損失（△） △439,048 △308,971

営業外収益   

受取利息 488 56

受取配当金 24,941 32,168

受取手数料 795 759

保険解約返戻金 5,164 4,726

その他 3,843 3,108

営業外収益合計 35,233 40,819

営業外費用   

支払利息 4,943 3,885

投資事業組合運用損 2,872 4,507

その他 294 518

営業外費用合計 8,110 8,911

経常損失（△） △411,925 △277,063

特別損失   

固定資産除却損 3,146 542

特別損失合計 3,146 542

税金等調整前四半期純損失（△） △415,072 △277,606

法人税、住民税及び事業税 29,178 12,129

法人税等調整額 △132,797 △76,476

法人税等合計 △103,618 △64,347

四半期純損失（△） △311,453 △213,258

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △6,119 －

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △305,334 △213,258
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

四半期純損失（△） △311,453 △213,258

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △10,286 88,336

その他の包括利益合計 △10,286 88,336

四半期包括利益 △321,740 △124,921

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △315,620 △124,921

非支配株主に係る四半期包括利益 △6,119 －

 

EDINET提出書類

株式会社ＯＤＫソリューションズ(E05679)

四半期報告書

11/17



【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

　該当事項はありません。

 

（四半期連結損益計算書関係）

　当社グループの事業は、学校法人向け情報処理アウトソーシングを中心とするシステム運用売上が第４四半期連

結会計期間にかけて増加する傾向があります。このため、第３四半期連結累計期間の売上高及び利益は低い水準に

とどまる傾向にあります。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年12月31日）

減価償却費 314,263千円 369,956千円

のれんの償却額 6,109 7,136

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年12月31日）

１．配当に関する事項

　　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月28日

定時株主総会
普通株式 40,986 5 2022年３月31日 2022年６月29日 利益剰余金

2022年10月26日

取締役会
普通株式 40,903 5 2022年９月30日 2022年12月２日 利益剰余金

 

２．株主資本の金額の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年12月31日）

１．配当に関する事項

　　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年６月28日

定時株主総会
普通株式 40,486 5 2023年３月31日 2023年６月29日 利益剰余金

2023年10月25日

取締役会
普通株式 40,486 5 2023年９月30日 2023年12月４日 利益剰余金

 

２．株主資本の金額の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社グループは、単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。
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（収益認識関係）

　当社グループは、単一セグメントであり、製品及びサービスごとの顧客との契約から生じる収益を、収益認識の

時期別に分解した情報は以下のとおりであります。

 

　前第３四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年12月31日）

（単位：千円）

 

製品及びサービス

合計
システム運用

システム開発

及び保守
機械販売

収益認識の時期     

　一時点で移転される財 － 62,717 51,948 114,666

　一定の期間にわたり移転される財又はサービス 2,927,895 48,697 － 2,976,592

顧客との契約から生じる収益 2,927,895 111,414 51,948 3,091,258

その他の収益 － － － －

外部顧客への売上高 2,927,895 111,414 51,948 3,091,258

 

　当第３四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年12月31日）

（単位：千円）

 

製品及びサービス

合計
システム運用

システム開発

及び保守
機械販売

収益認識の時期     

　一時点で移転される財 － 129,879 54,236 184,115

　一定の期間にわたり移転される財又はサービス 2,957,236 53,721 － 3,010,958

顧客との契約から生じる収益 2,957,236 183,600 54,236 3,195,074

その他の収益 － － － －

外部顧客への売上高 2,957,236 183,600 54,236 3,195,074

 

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年12月31日）

１株当たり四半期純損失（△） △37円32銭 △26円34銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失（△）（千

円）
△305,334 △213,258

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

損失（△）（千円）
△305,334 △213,258

普通株式の期中平均株式数（千株） 8,181 8,097

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり四半期純利益の算定に含めなかった潜

在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が

あったものの概要

－ －

（注）当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であ

り、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。また、前第３四半期連結累計期間

の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であり、潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。
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（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　2023年10月25日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　（イ）中間配当による配当金の総額　　　　　　　40,486千円

　（ロ）１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　５円00銭

　（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　2023年12月４日

（注）2023年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払を行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2024年２月９日

株式会社ＯＤＫソリューションズ

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

大阪事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小市　裕之

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 木村　容子

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＯＤＫ

ソリューションズの2023年４月１日から2024年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2023年10月１日

から2023年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年12月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＯＤＫソリューションズ及び連結子会社の2023年12月31日現

在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

　（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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